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質能力を確認するか決まっているからです。自分自
身も試験の際に、設問ごとに資質能力を完璧に意識
して解答していたかどうか自信はありませんが、資
質能力をしっかりと理解して、それを意識しながら
解答することが大切です。
２）問題文は、丁寧に確認・理解

当たり前かもしれませんが、問題文と設問文を丁
寧に確認し、理解することです。問題文にはヒント
が隠されているだけではなく、出題者の意図があり
ます。そのため、何を問われているのか正確に把握
する必要があります。また、設問文については、過
去問を解いていると設問構成や内容が似ていること
が多いため、先入観で解答してしまう可能性があり
ます。そのため、しっかり確認してから解答するこ
とが重要です。
３）過去と同じ問題は出題されない

技術士試験（二次試験）の筆記試験は、過去問か
らは出題されません。過去問を解けるようになるだ
けでは試験対策として不十分です。そのため、予想
問題を作成し、最近の情勢を踏まえながら、解答で
きるようにすることが重要です。
私は予想問題を作成する際に、国土交通省で開催
されている部会や新しいガイドラインなどを参考に
していました。また、過去問を用いて近年の出題傾
向を分析することも行いました。
４）勉強においては、アウトプットを最重視

どれほどの知識があっても、試験の際にアウト
プットできないと全く意味がありません。私は筆記

受験の動機・経緯
受験をしようと思った動機は、技術力の向上です。
業務経験として、土木分野における道路事業を担当
しつつも広報活動や職員採用のような幅広い業務を
行ってきたこともあり、本省道路局へ異動となった
際に、自身の知識不足を痛感したことが受験のきっ
かけです。受験するからには、時間と労力を無駄に
したくないとの思いから取り組んだ結果、自分だけ
の力とは到底言えませんが、初めての受験で合格す
ることができました。
今回は、自分なりに受験してみて大切に感じたこ
とを紹介させて頂きます。これから受験を考えてい
る方には理解しにくい内容もあるかもしれませんが、
少しでも皆さまの受験に役立つ情報になればと思い
ます。

受験してみて大切だと感じたこと
受験をしてみて、大切だと感じたことを４点ほど
紹介します。
１）技術士に求められるコンピテンシーの理解

技術士を受験しようと思ったことがない方はご存
じないかもしれませんが、まずは技術士に求められ
る資質能力（コンピテンシー）を正しく理解するこ
とが大切です。資質能力には、８項目（専門的学識、
問題解決、マネジメント、評価、コミュニケー
ション、リーダーシップ、技術者倫理、継続研鑽）
があります。なぜこの理解が大切かと言うと、第二
次試験の筆記試験、口頭試験で、どの設問でどの資
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自分なりの解答例を作成し、様々な方と面接の練習
を行いました。基本的には出願時に提出した実務経
験証明書に記載した内容について、業務遂行上の工
夫（コミュニケーション、リーダーシップ、マネジ
メントの３つ）を簡潔明瞭に説明できるようにする
必要があります。大切なことは、技術力の高さでは
なく業務遂行能力の高さをアピールすることです。
また、試験時間が短いので、長い説明にならないよ
うにすることも大切です。自分が受験したときには
コロナ禍であったため、面接官との間にパーテー
ションがあり、お互いにマスクもしていたため質問
が聞き取りづらい状況でした。面接練習に付き合っ
ていただいた技術士の方々からは、「質問の意味が
よくわからなかったら、しっかり聞き返すようにし
なさい」と強く言われましたが、試験当日はあまり
聞き返すことができなかったことは反省点です。ぜ
ひ、質問の意味が理解できるまで聞き返した方がよ
いと思います。口頭試験の対策を通じて感じたこと
は、自分自身の業務を普段から振り返ることがな
かったので、これから受験を検討される方はご自身
の経験をまとめておくとよいと思います。

おわりに
技術士第二次試験は、４月の出願から３月の最終
合格発表まで約１年にわたる長期戦です。この間、
いかにしてモチベーションを維持するかが重要であ
ると思います。
先日、「傲慢と善良」という映画を観たのですが、
その題名にある通り、技術士試験では「自分こそが
技術士にふさわしいという傲慢さ」と「自分は技術
士が備えるべき資質能力（コンピテンシー）を持ち
合わせていますという善良さ」が必要であると思い
ました。一見矛盾しているのですが、矛盾なく両方
をもっていることをアピールすることが技術士試験
では必要不可欠であると思います。
最後になりますが、努力の方向を間違えずに勉強
すれば、必ず合格できると思いますので、ぜひ諦め
ずに挑戦して頂きたいと思います。

試験でアウトプットするための事前準備として、
シャープペンシルの精査と文章構成の事前立案を行
いました。
シャープペンシルの精査についてですが、筆記試
験では、１日で600文字原稿用紙９枚記載する必要
があるため、書きやすく疲れにくいものを探しまし
た。普段から手書きをする機会が少なかったため、
実際に書いてみると漢字がすぐに書けないことが
多々あり、手書きの練習をしておくことも大切であ
ると思いました。
続いて、筆記試験の文章構成の事前立案です。試

験の前から、各設問に対して、論文の記載構成を決
めていました。具体的には、以下に示すような形です。

こうすることで、試験中に設問ごとの記載過多、
不足を一瞬で判断でき、文章のバランスを調整でき
るように工夫しました。

筆記試験における対策
筆記試験は、相当な勉強時間が必要になります。
そのため、自分に適した勉強方法を確立することが
大切です。自分は、「論文を作成して音声で聞く」、
「Ａ評価論文を読み込む」、「Ａ評価論文を模写す
る」、「技術士の方に添削してもらう」など様々な勉
強方法を試しました。遠回りも多くありましたが、
「技術士の方に添削してもらう」ことが最も効果的
であったと思います。ぜひ、いろいろな方法を試し
て頂き、自分なりに解答をアウトプットできるよう
になる勉強方法を見つけて頂ければと思います。

口頭試験における対策
口頭試験の対策として、過去の質問例を参考にし、
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問Ⅰ 原稿用紙 （３枚 ７５行）－（見出し４行） ７１行
番号 解答項目 行数 内訳

（１） ○○するための課題 ２４行 １課題８行×３

（２） 私が最も重要と考える課題と解決策 ２７行
理由３行

１課題８行×３

（３） 解決策に共通して新たに生じるリスクと対策

（３）－１ 新たに生じるリスク ５行

（３）－２ 上記のリスク ５行

（４） 業務遂行に当たり必要となる要件・留意点 １０行
技術者倫理５行
持続可能性５行


